
開放特許を活用した、新製品開発を支援します

大企業等の

開放特許
自社の

技 術 × ＝ 新製品開発

令和５年度 岐阜県知的財産マッチング事業のご案内

知的財産マッチング

知的財産マッチングとは、新製品開発に意

欲的な中小企業等の技術と大企業・大学

等の開放特許を結びつけることです。

開放特許は宝の山

開放特許とは企業が開発した技術資産である特許のうち、他社にライセンス契約などの形で

開放する意思のある特許のことをいいます。経営資源に限りのある中小企業等にとって、有効

活用できれば低コストで新製品開発が可能となるため、開放特許はまさに“宝の山”です。

引用：経済産業省中部経済産業局作成 「知財ビジネスマッチングガイドブック」

課題から考える開放特許活用後のイメージ

【お問合せ先】

◇岐阜県商工労働部産業イノベーション推進課 イノベーション推進係

◇電 話 ： (058)272-1111（内線：3743）

◇メール ： c11352@pref.gifu.lg.jp

◇一般社団法人 岐阜県発明協会

◇電 話 ： (058)370-8851

◇メール : info@jiiigifu.jp

岐阜県と（一社）岐阜県発明協会では、県内の中小企業等の技術と大企業等が有する開放特

許をマッチングさせることで、迅速な新製品開発を支援する、ビジネスマッチングを実施しています。

なお、本年度は岐阜信用金庫・大垣西濃信用金庫・高山信用金庫・東濃信用金庫・関信用金

庫・八幡信用金庫・岐阜商工信用組合・益田信用組合の協力を得て、事業を実施します。

自社の既存の商品・技術に、

開放特許をかけ合わせると

◎既存商品や既存技術の付加価値を高めることができる

◎新商品開発や新技術獲得による新規事業を創出できる



令和５年度 岐阜県知的財産マッチング事業 ≪ 特徴とスケジュール ≫

知的財産マッチング事業先進事例 『 川崎モデル 』 との連携

大企業の開放特許等の知的財産を中小企業の技術と結びつけ、新製品開発を支援する先進

事例「川崎モデル※」を実施している川崎市及び（公財）川崎市産業振興財団と連携し、事業

を実施します。

神奈川県川崎市では全国に先駆け、2007年より、地域産業活性化を目指し、大企業・研究機関が保有する

開放特許等の知的財産を中小企業に紹介し、中小企業の製品開発や技術力の高度化、高付加価値化を支

援するための事業を行っており、川崎市を中心とした知的財産交流のネットワークは、全国に広がっています。

「川崎市 知的財産マッチング」で検索 ☜

※

事業スケジュール

引用：川崎市・（公財）川崎市産業振興財団作成「川崎市知的財産マッチング事業」

本事業にご興味のある企業様の募集
ご要望に応じて、企業訪問等により、事業内容等を詳しくご説明します。

企業のご要望に応じて、事務局からご連絡
【内容】 事業内容等の詳しいご説明と企業ヒアリング

知財ビジネスマッチングin岐阜【計２回】
【内容】 開放特許等のご紹介 ／ 大企業との個別面談（後日）

コーディネータによる個別企業訪問

個別面談企業の事後フォロー

開放特許のライセンス契約

新製品開発までの伴走支援
【内容】 県試験研究機関や県産業経済振興センターなどがお手伝い

第２回：１１月頃

第１回： ８月２９日


